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巻頭言

会長　須藤正起

　県視協会員の皆様こんにちは。入梅も近くなり、蒸し暑い陽気が続いていますがご健勝にてお過ごしでしょうか。
　まず、前号よりの事業として、「中途視覚障害者の社会参加をみんなで考える集い」についてお伝え致します。ヘルスキーパーの雇用問題について、実際に企業でヘルスキーパーとして務めている当事者に話を聞きながら、有意義な時間が過ごせたと思います。残念なのは参加人数が少なく、タンデム自転車の体験会と重なったことが要因であったかと、当会事業の在り方を考える機会ともなりました。
　さて、今年度の事業として、平成２８年度事業会計監査会があり、無事に承認を得る事が出来ました。今週末には、第１回理事会が開催されます。その結果を含めた報告と県の検査において指摘された箇所の修正、変更箇所について等が話合われます。理事会にて承認されました事項につきましては、総会において取り上げられる事になると思います。今年度は改選が行われます。役員等の変更もあるかと思いますので、ご欠席の方は案内通知やホームページ等のご確認をお願い致します。
　次に、三重県津市で行われた東海地区グランドソフトボール大会において、静岡県チームは準優勝でした。優勝が狙えると期待されておりましたが、あと一歩及ばず残念です。詳しくはメール配信やホームページ上で確認出来ると思います。
　前後致しますが、５月２６日～２８日の３日間、第７０回日盲連全国盲人福祉大会で徳島県へ行って参りました。長距離移動に加え代表者会議への出席を含め、長時間の会議に疲れ気味ですが、今年度の運動方針が無事採択されました。次号の愛盲時報にて報告がなされると思います。また、詳細については次号の県視協通信において役員から報告があると思います。
　今後の事業として、７月１６日（日）に行われる日盲連東海地区夏期研究集会は本県において開催されます。東海ブロック各県より代表者等が集まり、福祉一般ででは『視覚障害者の安全な移動について』が話合われます。講演は、日盲連の竹下義樹会長をお招きし、『中央情勢報告と日盲連結成７０周年を迎えるにあたり～これからの指針～』についてお話いただきます。各分科会別の会議も含め、東海ブロック内の他県との情報交換、活動の活性化を期待しております。是非、多くの方にご参加いただき、交流を図っていただきたいと思います。
　最後に、８月６日（日）には、第１回指導者研修会として『差別解消条例について』内容を深く掘下げた勉強会を予定しております。今年、４月１日より施行されたものの、内容については未だよく理解されておらず、当事者である我々の社会参加を推進する上で、本条例が生かされるよう運動して行きたいと思っております。
　盲導犬ユーザーの飲食店における入店拒否、本来はあってはならない事ですが、今回の全国大会において初めて体験いたしました。一方で、当たり前に気持ちよく受け入れてくれる店もあります。この当たり前、当然の権利を本条例が実現に向けての一助になることを心より願っております。
視覚障害者の安全な移動に関する提言書
（県内での取り組みに当たって）

静岡県歩行訓練士会

公益社団法人静岡県視覚障害者協会

静岡県網膜色素変性症協会（JRPS静岡）

静岡視覚障害者福祉推進協議会

　日頃は視覚障害者の社会参加促進のためにご支援、ご協力を賜り誠にありがとうございます。

　すでに報道等でご存知のことと思いますが、平成28年8月に東京メトロ銀座線青山一丁目駅、続く10月には近鉄大阪線河内国分駅、更に今年1月にはJR京浜東北線蕨駅の駅ホームから視覚障害者が転落し、死亡するという痛ましい事故が相次ぎました。これらの事故に関しまして、ご本人様ご家族様に心より哀悼の意を表します。

　さて、静岡県内でも昨年12月4日、JR東海道本線興津駅で、盲導犬を利用した視覚障害者がホームから転落し救出されるという事故がありました。

　この事故を機に、今年2月4日に県内の視覚障害関係団体が合同で、興津駅の事故現場検証を行い、いつも使い慣れた駅のホームであっても事故がおきてしまった状況を確認しました。

　この検証結果を踏まえ、度重なる視覚障害者の事故に危機感を抱き、二度とこのような事故が起こらないようにしなければならないという強い思いを持つと同時に、多くの皆様が、視覚障害者の一人歩きは危険だという偏った認識にならないよう、「必要なときの必要な手助け」という原則のもとに、障害の有無に関わらず、誰もが暮らしやすい静岡県であることを願い、このたび県内の視覚障害者支援に関わる４団体において、視覚障害者の安全な移動に関する提言をいたします。

記

1. 県内の視覚障害の方へ（安全な歩行を維持するために）

1-1白杖を初めて手にする方、歩行訓練士による歩行訓練を受ける機会がこれまでになかった方はもちろん、いつもは安全な歩行をされている方も、歩行訓練士とともに、現在の歩行を確認したり、新たに歩行訓練を受けたりすることで、安全な歩行を維持していただきたいと思います。

1-2盲導犬使用者の方は、認定協会において定期的にフォロー アップを受けていただきたいと思います。

1-3電車利用時だけでなく、道路上においても、事故に遭遇したときはもちろんのことですが、”ヒヤリハット”を経験したときには、歩行訓練士と一緒に検証をして状況を確認することをお勧めします。

2.鉄道会社の方へ

2-1ホーム上の内方線付点状ブロックの設置や可動式安全柵の新設など、急ピッチに進めておられるとお聞きしていますが、県内の駅ホームは無人駅や、乗降客の少ない駅も多く、早急に整備していただけるように切望します。

　同時に、現在実施されている声かけや見守りの対応も継続的に取り組んで頂くことを希望します。

2-2ハード面を整えるだけではなく、各鉄道会社内で、視覚障害への理解を深め、正しい誘導方法や緊急時対応等について、職員研修を実施いただきますよう希望します。

3県民の皆様へ

3-1視覚障害者には、まったく見えない方のほか、視力の低い方や視野が欠けている方、薄暗いところや明るすぎるところは見えなくなってしまう方など、さまざまな状態の弱視者がおり、見え方には大きく個人差があります。

困っている様子を見かけた時には「何かお手伝いすることはありますか」と声をかけたり、ホーム上や横断歩道上で危険だと思われる状況に居合わせた時には、「白杖の人、止まって！」「盲導犬の人、止まって！」などと声をかけたりして、すぐに知らせてください。

　とにかく落下や車両との接触を防ぐ対応が早急に求められます。

3-2盲導犬がいても同様です。盲導犬は使用者の指示に従っているので、使用者である視覚障害者に声をかけてください。

4.行政機関の皆様へ

4-1 身体障害者手帳を交付する時、白杖等の補装具の相談や申請があったときには、同封のパンフレットとともに、歩行訓練を受けることができることをすべての対象者に情報提供をしてください。

5.眼科医療機関の皆様へ

5-1見えにくくて困っている方や、身体障害者手帳の取得を希望している方などすべての対象者に、相談や訓練ができる支援機関があることを情報提供してください。

以上
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代表者名

静岡県歩行訓練士会 代表：古橋友則

公益社団法人静岡県視覚障害者協会 会長：須藤正起

静岡県網膜色素変性症協会（JRPS静岡）会長：大西正晴

静岡視覚障害者福祉推進協議会 会長：松久充子

■視覚障害の方の相談窓口

静岡県視覚障害者情報支援センター

〒420-0856　静岡市葵区駿府町1-70　静岡県総合社会福祉会館 2階

TEL　054-253-8180（生活情報・相談部門）

■静岡県歩行訓練士会

NPO法人六星ウイズ蜆塚　古橋友則

〒432-8018　静岡県浜松市中区蜆塚1丁目9-12

TEL053-489-5560　　

■県内の視覚障害者の歩行訓練事業について（提言書内容の補足）

　白杖は補装具申請によって給付されますが、ご本人に合った長さや種類を選定されずに、安全性の低い白杖をお持ちの方が多くおられます。また同時に、ご本人にとって安全で効果的な使い方をお知らせすることが必要なのですが、特に中途視覚障害者に対しては、白杖についての情報がほとんど伝わっていないことが現状です。歩行訓練を受けることができる事業や支援機関の存在を視覚障害者に情報提供することは、視覚障害者の歩行や外出の安全を守ることにつながりますので、地域でその人らしく生き生きと暮らすＱＯＬ向上に必須の事項として、是非取り組んでいただきたい内容です。

訪問型：15歳以上の静岡県民を対象に、自宅に訪問して無料で実施しています。

体験型：静岡県民を対象に、無料で白杖の紹介や歩行方法を日帰りで体験できます。

資料添付

県内の視覚障害者・児の相談及び支援施設団体一覧表

静岡県視覚障害者情報支援センター リーフレット
公益社団法人静岡県視覚障害者協会
平成29年度事業計画
（平成29年4月1日～平成30年3月31日）
運動の主目標
1． 施設運営実現に向けた取組み
2． 情報提供の充実
3． 視覚障害者の雇用・就労の促進
4． 組織強化
5． 同行援護事業の充実
6． 災害緊急時に向けた取り組み
７． 静岡県障害を理由とする差別の解消の推進に関する条例施行後の動向の注視
８． その他、懸案事項
事業等日程
4月～12月
　各ブロック並びに支部において下記事業を実施する。
第１６回コミュニティ静岡２１（３ブロック開催）
ブロック交流事業
町づくり推進事業
あはきPR活動・奉仕治療
社会生活訓練事業(家事スキルアップ、IT講習など)
中途視覚障害者生活相談会
支部活動支援事業
グランドソフトボール教室（３地区で実施）
※社会生活訓練事業（青年担当、全県で実施）
4月
　21日（金）第1回総務部公益事業会議・総務部運営会議　静岡市
5月
　 4日（木）第7回東海地区盲社会人サウンドテーブルテニス大会　
名古屋市
　14日（日）平成28年度事業・会計監査会　静岡市
　19日（金）第2回総務部公益事業会議・総務部運営会議　静岡市
　20日（土）～21日（日）
第47回日盲連東海地区グランドソフトボール大会　津市
　　　（予備日）5月28日（日）
　26日（金）日盲連定時評議委員会他　徳島市
　27日（土）第54回全国盲人代表者会議　徳島市
28日（日）第70回全国盲人福祉大会　徳島市
6月
　 3日（土）第1回理事会　静岡市
　18日（日）平成29年度定時総会　静岡市
23日（金）訪問自立支援事業連絡調整会議　静岡市
　※県視協通信発行
　※情報2017発行
7月
　 2日（日）県視協スポーツ事業代表者会議　静岡市
　16日（日）日盲連東海地区夏期研究集会　静岡市
　21日（金）第3回総務部公益事業会議・総務部運営会議　静岡市
8月
　 6日（日）平成29年度第1回指導者研修会　静岡市
　18日（金）第4回総務部公益事業会議・総務部運営会議　静岡市
　19日（土）フェスタシズウエル2017　静岡市
　26日（土）～27日（日）第63回全国盲青年研修大会　鹿児島市
　
9月
　 3日（日）第2回理事会　静岡市
　 5日（火）～7日（木）第63回全国盲女性研修大会　高崎市
　10日（日）第19回わかふじスポーツ大会グランドソフトボール競技　袋井市
　※県視協通信発行
　※情報2017発行
10月
　 1日（日）平成29年度三療研修会　静岡市
　 7日（土）～ 8日（日）同行援護従業者養成研修事業
静岡市（予定）
　14日（土）～15日（日）同行援護従業者養成研修事業
静岡市（予定）
  15日（日）静岡県ブラインドテニス大会　静岡市（予定）
　20日（金）第5回総務部公益事業会議・総務部運営会議　静岡市
　
11月
　 5日（日）第20回東海地区フロアバレーボール大会　名古屋市
　12日（日）平成29年度ニュースポーツ普及事業　静岡市
　17日（金）第6回総務部公益事業会議・総務部運営会議　静岡市
　19日（日）静岡県STT競技会　静岡市
12月
　10日（日）第3回理事会　静岡市
　※県視協通信発行
　※情報2017発行
30年1月
14日（日）社会生活訓練事業担当者連絡調整会議　静岡市
　19日（金）第7回総務部公益事業会議・総務部運営会議　静岡市
2月
 4日（日）平成29年度第2回指導者研修会　静岡市
　 同　　日　県視協青年女性部定例総会　静岡市
　11日（日）東海地区スポーツ連盟冬季会議　名古屋市
　16日（金）第8回総務部公益事業会議・総務部運営会議　静岡市
3月
　11日（日）第4回理事会　静岡市
　18日（日）第29回中途視覚障害者の社会参加をみんなで考える集い　静岡市　
　※県視協通信発行
　※情報2017発行
＜通年活動＞
１．視覚障害者訪問自立支援事業
２．視覚障害リハビリ教室（３ブロックで実施）
３．各種相談事業
４．点字、墨字、音声、メール等による情報提供
５．バリアフリー推進活動(ふれあいトーク講師派遣事業)
６．当事者運動の推進
７．関係機関、団体との連絡・調整及び協力・提携
８．広報、啓発活動の推進
９．書き損じ葉書リサイクル事業及び麺類等、収益事業
10. その他、視覚障害者福祉推進のための諸活動
事務局からのお知らせ
1 賛助会員のご紹介
５月３１日現在で賛助会員としてご協力を頂いている方々をご紹介いたします。（敬称省略）鈴木あさ子、須藤直美、多々良善哉、村松貴代子、木村正志、鈴木瑞穂、松久充子、前田万正　以上の８名です。
ご協力いただきました。誠にありがとうございました。
2. 訃報のお知らせ
静岡支部の渡辺絹江さんと小川定雄さんが平成２９年３月に、富士支部の望月紀さんが平成２９年４月にご逝去されました。
謹んでお悔やみを申し上げます。
3. ご寄付と収益事業にご協力をお願いします
本年度も引き続き視覚障害福祉活動に対し会員の皆様からのご支援ご協力を賜りたいと思います。書き損じハガキ等ご寄付の受付と麺類販売事業を行っておりますので、ご検討ご利用をよろしくお願いいたします。
4 事務所の夏期休暇について
今年の夏期休暇は８月２１日から２３日の３日間となります。会員の皆様にはご迷惑をおかけしますがご理解のほどよろしくお願いいたします。

編集後記

　この県視協通信が皆様に届く頃は、梅雨真っ只中かと思います。
本号では、皆様からの原稿は掲載できませんでしたが、重要な文書を読んでいただくこととなりました。

県視協では指導者研修会でも取り上げた「安全な移動」について提言書が４団体連盟で発信されました。提言によって呼びかけだけに留まることなく、実現していかなければ、私たちの移動は不安で危険なままになってしまいます。一人一人が我がことととらえ、また大切な友人のことと思い、私たちの実行も含め、提言が実現していくよう頑張りましょう。

また、既にそれぞれのブロックや支部からの情報でもご存知の方が多いかとも思いますが、２９年度の事業計画も掲載しました。事業運営に対し、更なるご協力をいただけますよう、よろしくお願いいたします。

次号は主に大会参加のレポート掲載予定ですが、皆様からのご投稿をお待ちしています。８月末までに原稿をお寄せください。

厳しい暑さに向かいます。お体ご自愛くださいますよう。

伊藤定善

郵便番号　４３８－００７８　磐田市中泉２９７５　

電話番号　０５３８－３６－３３０９　

Eメールアドレス dogwalk1919@yahoo.co.jp　

携帯電話番号　０９０－２７７１－１４４０　
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